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千手観世音菩薩坐像千手観世音菩薩坐像（瑞泉寺）（瑞泉寺）

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１７年（平成２９年）４月１日 第457号 1部　108円 （８）


